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１．序論

　子どもの健やかな育ちと学びを支援する教員

は，免許・資格を取得する過程で，「学校保健」

（中学校・高等学校の保健体育科教員）や保育

内容「健康」（幼稚園教諭・保育士）を学習し

ている。子どもの健康と安全は，いつの時代で

も教育者・保育者の重要な課題である。近年，

学校園の内外において，「子どもが犠牲となる，

あってはならない事件・事故，交通事故や自然

災害」などに対して，学校園が適切な対応を行

うことが求められるようになり，学校保健法が

学校保健安全法に改正され，学校安全に関わる

事項が大幅に追加された（総務省　2008改正 ，
2009施行）。

　しかし，幼稚園教育要領（文部科学省　

2008）および保育所保育指針（厚生労働省　

2017）に記載されているのは，「子ども達の中

で育つことが期待されている心情・意欲・態度」

とそれらを達成するために指導する事項で，保

育内容「健康」の領域においても，安全教育と

危機管理についての記載は，数十年の間「危険

な場所・危険な遊び方・災害時などの行動の仕

方が分かり，安全に気を付けて行動する」の一

文のみのまま変わっていない。

　本研究は，幼稚園教諭免許・保育士資格を取

得済みで，さらに専門性を高めるために学校保

健を学習している保育者を対象にして，子ども

達の安全のための危機管理の在り方について検

討することを目的として行った。

２．方法

　解釈的記述的な質的研究デザイン（quali-
tative interpretive descriptive design） を 用

いて行った。

　幼稚園教諭二種免許・保育士資格を所持する

都内の保育者で，さらに専門性を高めるために

学校保健（小児保健，精神保健，学校安全及び

救急処置を含む）を学習した45名に研究協力

を依頼した。依頼内容は，幼稚園・保育所の子

ども達の健康教育・安全教育と危機管理の今後

の在り方についての，無記名・自由記述による

回答であった。

　データ（自由記述の回答）の解析は，Braun
とClarke（2006）の主題分析のためのフレー

ムワークを用いて行った。

３．結果および考察

　幼稚園や保育所での子ども達の健やかな育ち

の支援に関わっていく保育者たちが，危機管理

上の重要事項として理解し，取り組んでいくべ

きと考えていたのは，１）「危ないから」と子

ども達に禁止や制限をし過ぎる風潮の改善，

２）避難訓練，３）交通安全，４）その他（新

興の外来害虫への対応や虐待・犯罪被害から身

を守る等）であった。また，５）危機管理能力

を子どもに身につけさせることと，園だけでな

く園と家庭が協力して実施できる体制・環境整

備の必要性が述べられていた。
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１）「危ないから」と子ども達に禁止や制限を
　し過ぎる風潮の改善

　45名中20名と，最も多くの保育者が言及し

たのが，「危ないから」と子ども達に様々なこ

とを禁止したり制限をかけ過ぎる風潮への懸念

であった。代表的な記述内容は以下であった。

1-1） 子どもにケガをさせないことに敏感に

なっている（背景に子どものケガに過敏な保

護者の存在）

1-2） 子ども達の活動や経験を制限してしまっ

ている

1-3） 子ども達は様々なことに挑戦し失敗を重

ねながら学んでいく

1-4） （自分や友達のケガの経験を通して）ケガ

をするような遊び方をしてはならないと考え

るようになる

1-5） （過剰な制限や禁止は）何が危険か，どう

してケガをしたのかを学ぶ機会を失う

1-6） （過剰な制限や禁止は）子どもが危険から

身を守る術を身につける経験を奪い，危険を

回避できなくしてしまう

1-7） （過剰な制限や禁止によって）幼児期に獲

得すべき力をつけることができない

1-8） 子ども達に必要な遊びや楽しさが危険に

繋がらないようにするのはどうしたらよいか

を，保育者や保護者が考えることをしなくな

る

1-9） 安全に遊び生活するためにどうすること

がよいのかを，社会や大人が考えることをし

なくなる

　1-3 ～ 7） から，「危ないから」と子ども達に

禁止や制限をし過ぎることが，子ども達に負の

影響を及ぼすことを保育者が懸念していること

が分かった。大きなケガや事故は防がねばなら

ないが，小さなケガまでも恐れるあまり，子ど

も達の生きる力を育む教育・保育の実現が危う

くなってきていると考えらえた。

　1-8 ～ 9） は，子どもだけでなく，保育者や

保護者などの大人や社会が，子どもの心と体の

健やかな育ちのためにどうしたらよいかを考え

るのではなく，責任回避の事なかれ主義のよう

になってしまう恐れが推察された。

２）避難訓練
　避難訓練を通して危機管理に言及した保育者

は8名であった。その多くは地震を想定した避

難訓練で， 2011年の東日本大震災での教訓を生

かし，発生する可能性が高いとされている首都

直下型地震を想定した避難訓練が，ほとんどの

園で既に行われている。子ども達は，避難訓練

を繰り返すことで，非常ベルやサイレンが鳴る

と机の下などに素早く入って身の安全を確保

し，保育者の指示で園庭に避難する，という行

動をとることができていたと，記述されてい

た。しかし，「実際に地震が起こった時に，子

どものパニックにどう対応するか」という，子

ども対象ではなく保育者対象の訓練では，非常

ベルやサイレンに驚いて泣いたり大声を出す子

どもが多く，適切な行動をとることができない

ため，保育者が「机の下に隠れなさい」と子ど

も達を引っ張って避難させていたと記述されて

いた。

　地震や火事を想定した避難訓練は昔から行わ

れている。データ（記述）から，子ども達は訓

練を重ねると適切な避難行動をとることができ

るようになるが，「これは訓練だ」とわかって

いる（予告されている）訓練だけだと，本当の

災害時により近い（予告はない）状況設定では

驚きや恐怖でパニックを起こしてしまい，練習

した適切な避難行動がとれない可能性があるこ

とが推察された。ステレオタイプの訓練を定期

的に繰り返すのではなく，子ども達が訓練に不

慣れなうちは予告ありで，子ども達が適切な避

難行動がとれるようになったら予告無しなど，

より現実の災害発生に近い状況での訓練にアッ

プデートしていく必要があると考察された。
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３）交通安全
　交通安全について言及した保育者は6名で

あった。子どもが犠牲となる事故の主な理由が

飛び出しや車道へのはみだしによる接触である

こと，単に交通ルールの説明をするのではな

く，「お話し」の形で子ども達が関心を持って

耳を傾けてくれる工夫，子ども達自身の身近な

問題であることを子どもに分かりやすく伝える

努力をすることが危機管理につながると，保育

者たちは考えていた。また，お散歩などの園外

保育では子ども達は保育者と一緒に道路を歩く

ので，その機会に，信号や車に子どもが意識を

向けるよう促し，子ども自身が交通安全につい

て考えられるようにしていく必要であると述べ

ていた。歩行中の交通事故の死傷者は小学１年

生が際立って多く，登下校中の発生が最も多い

（朝日新聞・交通事故総合分析センター）。こ

れは，幼稚園・保育園の登園・降園では，子ど

も達は保護者に送り迎えをしてもらうか園バス

に乗るが，小学校に入ると子ども達だけで登下

校するため，道路を歩く時に注意すべきことが

よく分かっていない子どもは事故に遭う危険性

が高くなるからと考えられる。小学校入学前の

幼稚園・保育園で，子ども自身が交通安全の意

識を持てるよう導くことが，小学校1年生での

交通事故を防ぐうえで重要な危機管理であると

推察された。

４）その他
　ヒアリのような，これまで日本にはいなかっ

た新興の外来害虫への注意や対処法を知ってお

く必要を述べた保育者が4名おり，他に地球温

暖化による気温の上昇で熱中症についてこれま

で以上に危機管理が必要というコメントや，子

ども犯罪被害から守ることの必要性への言及が

あった。

　子どもを犯罪から守る教育として，日本では

以前から「知らない人について行ってはいけま

せん」と子ども達に言い聞かせることをしてい

る。しかし，近年，幼い子どもが，連れ去りだ

けでなく虐待や性的被害の被害者になるケース

が少なからず発生しており，加害者は見知らぬ

不審者だけでなく，親族・家族，学校関係者や

クラスメートなど顔見知りの場合が少なくな

い。よって，これらの現状に対処できる実効性

のある危機管理対応が必要である。ニュージー

ランドの子どものための安全教育は，子どもを

虐待やいじめ，性的被害から守ることが第一の

目的になっている（ニュージーランド政府・教

育省  2009）。日本でも，子どもの安全教育や

危機管理の対象範囲を，災害や自然環境，交通

事故だけでなく，今後は犯罪被害から子ども達

を守ることに重点を置いていく必要があると考

えられる。

５）自分で自分を守れる力・園と家庭が協力で
　きる体制・環境の整備
　大人が子どもを守るだけでなく，子ども自身

が危険かどうかを考えることができ，子ども自

身が危険を回避できるようしていくことの重要

性と必要性を多くの保育者が指摘していた。ま

た，危険は学校の内外，通学路や子どもが遊び

に行く所，家族と出かけて行く所など，あらゆ

るところに潜んでいる。危機管理は学校園だけ

では十分ではなく，学校園と家庭が協力して

行っていく必要がある。連絡を密にすることは

もちろんであるが，学校園と家庭で危機管理の

コンセプトを共有すること（保育者と保護者が

違うことを言って子どもを混乱させることがな

いようにする），子どもだけでなく親子で参加

できる安全教室を開催する，子どもだけに体験

させるのではなく，大人も実際に体験（模擬体

験）をして，「子どもの目線と大人の目線」の

両方からの安全確認と危険回避を学んでいかれ

る体制・環境整備が必要であり重要である。

４．結論：学校安全（学校園の安全）の
　　観点からの危機管理

　幼少児であっても，自分で自分を守れるよう
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になる，自分で考え判断できるようになること

が，今とこれからの危機管理で目指すべき重要

な点である。保育者は，子どもを守るだけでな

く，子ども達が成長の過程でそのような力を身

につけることができるよう支援していかねばな

らない。そのためには，子ども達に禁止や制限

をし過ぎることなく，子ども達の挑戦や頑張

り，試行錯誤，自分で考え判断することを促し

見守り過剰にならない必要なだけの手助けを適

切に行っていく必要がある。また社会情勢の変

化や子ども自身の変容に柔軟に対応できるよ

う，どうすればよいのかを考えていかねばなら

ない。保育者に求められる危機管理は，思考停

止に陥らないこと，情報や考えを共有すること

である。
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